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<カウンセリング＞


2014/11/10
ミニカウンセリング・オープンクラスご案内 

皆様へ。

一昨日は福島市で、現地で活動されている曹洞宗のお坊様より
ご縁をいただいて、「聞く」を見つめる仕事をして参りました。

思えば今年は、神奈川の等覚院（天台宗）のご縁、
高野山大学（真言宗）のご縁、そして福島の曹洞宗のご縁と、
仏教の各宗派のお坊様とのご縁が続いた年になりました。
今月末には佐賀県の浄土真宗のお寺に参ります。

僕の家は真言宗で、父親の墓は高野山の奥の院近くの霊園にあります。

ですので高野山の雰囲気には馴染みがありますが、
大学は京都の龍谷大学に入りました。

当時心にあったのは、龍谷大学の野球部ならレギュラーになれるぞ
という若い野心に満ちた考えでした。

大学時代の後半は、出身高校の野球部の監督をさせていただくご縁が
あり、部員の指導方法に悩みました。

高校生たちと取り組むうちに、問題は自分の人間関係の持ち方にあると感じて、
手がかりを探していたところ、龍谷大学で「真宗カウンセリング研究会」に出会います。 

そこで浄土真宗に生きる人々と円坐で交わり、影響を受けました。

僕が20代の頃に学んだ円坐もミニカウンセリングも、
真宗に生きる人々のかもし出す雰囲気の中での体験であったと言えると思います。

僕が小学生のときに自覚した、「人間関係」への関心や「言葉」への興味は
長じても消えず、「聞く」という一点への飽くことなき探求となって、
現在に至っています。

その探求の道行きが今、仏教各派の最前線に生きる有縁の仲間と重なり、
知的な教義問答ではなく、「現場で人を聞く」という具体の上で互いに心境を
分かち合えるということ、仕合えるということの楽しさ。

高校時代グランドで毎日白球を追いかけ、本番では強敵を相手に
一期一会の戦いに臨んだあの喜びにも少し似ています。

聞くということがどう「仕合い」になるのか。
聞くということの中の「自分との戦い」とは何なのか。

今回は愛媛と東京から15分間の作品を作って来てくださる方々の
胸を借り、その作品の運びの力をお借りして、僕に見えるところも
余さず語って参りたいと思います。

よろしければご参集くださいませ。

　　　　　　　　
　　　　守人（聞者）は　野中に立つるひとつ松
　　　　　　　　　　　　寄りさわらぬを　円坐とぞ呼ぶ

　　　　　　　　　　　　　　　　円坐部部員　　はしもとくにひこ

2014/12/10

「師走」の言葉でご案内をする季節がまた巡って参りました。

僕は、12月25日に大阪・高槻市に参ります。

坐の主催は、長年、即興劇団まざぁりぃふを率い、
現在開講中の石切円坐守人研鑽クラスでも、切磋琢磨を続けておられるお二人です。


それぞれお子さんを育てている最中のお母さんでもありますが、
 「母親」が、真剣にひとつの道を歩むと決意したその姿の凄まじさ、力強さ、頼もしさを僕はまざぁりぃふのお二人や、これまでに出会った「母たち」から教えられ続けております。

今回は、お二人が精魂込めて醸成してこられた「梶原相聞の杜（もり）」というご縁の坐にてお二人や坐衆の皆様の胸をお借りして、「ミニカン」の逐語作品を拝読させていただきたいと思います。

よろしければ師走の日の午後を、ご一緒いたしましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　趣味はミニカン読書　　　　はしもとくにひこ






2014/12/13

新年１月17日土曜日よりミニカウンセリング・トレーニングクラス２０１５（ミニ観道場）を開催いたします。

15分間の傾聴継承作品（逐語記録）一つに２～３時間をかけて、
 一日におふたりずつ、作品鑑賞と「そのまま聞く稽古」を行います。


 先日、クラスでともに研鑽を続けてきた坐衆のお一人が、

「ミニカンの聞き役をさせていただいて、
 相手の言葉をそのまま辿らせていただくことは、
お念仏申すことと同じなのですね。」

と言ってくださいました。

「15分間ただ聞く」ということを喜びとして、
 繰り返し何回もクラスに参加してくださる方々の中から
巧まざる感想として、そのような言葉を伺えたということ。

ミニカンで建築する15分間の傾聴継承空間にて、
 「話者」の言葉をそのまま辿り、その言葉に成（鳴）ってみて、
 聞こえてくるものをただ聞き受ける「聞者」の営みと、

日本で成就した大乗仏教の精華たる他力念仏の味わいを
重ねてみようとしたとき、ふと、
 場をひらく人講坐を主催してくださっている吉橋久美子さんから
最近頂いたメールの中の言葉を思い出しました。

「・・・ミニカンを学んだ最初のころかな、
まだコーチングを学んでいたころですが
 コーチは常に勉強して視野を広げて
 より素晴らしい人物になっていく、みたいな方向性があるんだけど、

「私は自分が頑張って凄くなっていくっていう方向じゃなくて
空っぽになる方向で…」と言ったら、

橋本さんがそのことを肯定してくれて、
 「周りの人が凄くなっていきます」っておっしゃられて、

橋本さんに出会ってからの年月は事実本当にそうです。

円坐で「自分が嫌になる」のは周りの人の凄さを見て
自分のちっぽけさが嫌になって
 そのうちに橋本さんとかにも見放されるんじゃないかな…と思ってしまうのですが

周りの人の光を眩しく見るためにあるこちらの闇や
周りの人が思い切り動き回るための、こちらのカラッポさ（空間）も
 ある意味大事なんじゃないかな、と思って。

この間の円坐も終わりごろにはそう思うことにしました。」

くらすばを主宰し、
たゆまぬ活動を続けておられる吉橋さんを、僕はいつも瞠目して見ています。

僕から見た彼女は、生来の、卓越した「場をひらく人」であり、
 特に人に対して誠を尽くそうという姿勢において
 まるで武人のような芯の強さを持っておられる方です。
（学生時代は剣道をしておられました。）

その吉橋さんが先日主催してくださった「場をひらく人講坐・冬の陣」の会場として選んだのは、５００年に及ばんとする歴史を持つ名古屋の浄土真宗のお寺、長善寺でした。 

会が終了して、廊下で若住職とお話していた折に、吉橋さんが通りかかったので、
 「吉橋さんは、さっきの円坐では、自分のあり方が嫌になってへこんでいたそうですよ。」 

と冗談半分に言うと、
 若住職はにっこりして、「阿弥陀さんが救ってくださいます。」とおっしゃったのでした。

「ミニカンの聞き役をさせていただいて、
 相手の言葉をそのまま辿らせていただくことは、
お念仏申すことと同じなのですね。」

という言葉を伺ったときに、吉橋さんの言葉を思い出したことが、
 実は僕のお念仏の味わいだったのだなあと思います。

「周りの人の光を眩しく見るためにあるこちらの闇や
周りの人が思い切り動き回るための、こちらのカラッポさ（空間）」

これが円坐で自分が嫌になり、へこんだ人が紡ぎ出した言葉です。

円坐やミニカンでは、自己実現し成長する「より素晴らしい人物」ではなく、
 周りの人が凄い人に見えて、自分は何者でもないとへこんで空っぽになった人が
智恵あふるる言葉を語り、自由極まりない空間に目覚めるということでしょうか。

「愚者になりて往生す」　かつて法然さんや親鸞さんがおっしゃいました。

ミニカンでは、自分の頭で聞くことをあきらめた、愚かな、何者でもなくなった者が、
「そのまま」聞く道を歩き始めます。

旅路につれて、「聞く」は、「効く」 から 「菊の華」 へと景色を変えていきます。

僕が生涯歩一歩と、惑いつつ辿ってきた聞法の道往きが、
 皆様のそれぞれの旅路と交差する不思議のご縁を幸せに思っています。

　　                菊作り　菊見盛りは　蔭の人　　　　　　　はしもとくにひこ




＜影舞・ダンス・バラエティ＞


2014/07/29

猛暑日が続く大阪から、おとなの沖縄・無人島キャンプをご案内いたします。

僕にとっては、上勝少年探偵団と並んで20年に及ぶ長ーいかかわりとなっているアウトドア・ワークショップです。

僕の大学生時代からの畏友、伊勢達郎が率いる自然スクールトエックの沖縄キャンプは、ぜんぜんストイックではありません。


 酒池肉林やりたい放題です。しかし人生と同じで、タフな出来事もありました。

この20年間は、台風の嵐直撃や大波の中での船の機関停止やボートの転覆や持てる荷物だけ持って全員泳いでの無人島脱出や眼下数メートルをユラリと泳ぐ鮫や海底からまっすぐ僕めがけて泳いでくる黒と青の縞模様の海ヘビやその他命からがらなこともいっぱい体験しましたが、伊勢も僕も歳を取りました。

危ないことはもうやりません。というかできません。

愛する家族の待つマイホームへ、沖縄のお菓子サータアンダギーやウミガメのＴシャツを買ってスキップしながら笑顔で帰らねばなりません。

だから安心ですね＾＾

老若男女どなたでも、よろしければご一緒いたしましょう。

僕は今年もシュノーケル、ゴーグル、足ヒレの３点セットと本数冊を持って参ります。

あと日焼け止めも。もう若くないので。。

　　　　　口承即興舞踏劇団　坐・フェンス座長　はしもとくにひこ


 2014/09/16

明日17日は影舞の日です。

どなたでも、ゆったりした影の舞の「運び」を楽しむことができます。

影舞はそのまま、日常の人間関係や生き方の現われでもあります。
お気軽にどうぞ。





「聴く」の探究　縁坐影舞舞台編ご案内2014/12/09　

皆様へ。

僕には、影舞を通じて自分の人生の道を、
手応え確かに歩み往くという風雅な楽しみがあります。

近頃は、道行きをともにする良き仲間、旅の道連れたちにも恵まれております。

その影舞を親しく味わえる場を、坐・フェンスメンバーであるモーリーこと
森洋介氏が開催いたしますのでご案内いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　老後の趣味は影舞三昧　　　はしもとくにひこ


［em］2014/12/09［/em］

明日10日水曜日は、「新・縁坐影舞七番稽古」の日です。

そのご案内に代えまして、
 今年、岐阜県の恵那や愛知の名古屋で「場をひらく人講坐」を
共にしてきた長江賢太郎氏からいただいた言葉を、
有縁の皆様と分かち合いたいと思います。


僕にとって氏が発する言葉は、常にご自分の身体の内側に裏づけを持つ、
 説得力のある言葉であり、僕が自分自身の生きる態度を見つめなおそうとする時の定点観測地点として頼ることのできる力強さを備えた、「土が匂う言葉」です。

僕は、近年親しく見つめさせていただいた氏の生き様を尊敬しています。

以下の言葉には、改めて学ばせていただくところがありました。


 「・・・この４回の講坐を通してたくさん気づくことがありましたが、
 何より、以前に増して安心して生きられるようになってきたように思います。

「そのままでいい」ということが腹落ちしてきたような感じです。
 各々が持ち寄った「場」をそのものとして大切に扱うことができれば、
 自ずと「場」は「在る様に」運ばれていく安心感といったところでしょうか。

また美しいもの、惹かれるもの、というのは必ずしも？「巧く表現されたもの」ではないということ。

世間の概念では、巧みな技術や表現力など「比較」という座標軸の上でモノを見、人を見ることが当たり前となっており、ある意味その「当たり前」によって感動というものが捏造されているように思います。

しかし、影舞いを通して私が見たものは、まぎれもなく、作られた表現という類のものではなく、その触れている指の皮一点を通じて、「個」というこれまで別個だったものが、真剣な眼差しを通じて交流し、ひとつの有機的な「なにか」に成っていく（生っていく）あり様でありました。

これは円坐で坐っていたり、ミニカンを通して俯瞰できる姿にも同じものを垣間見てきました。
 （橋本さんの仰る通り、学校教育の現場ではまるで逆のことが行われていますね。。） 

そこで問われる「真剣な眼差し」というものはどこからくるのか？　

それはまさしく自分の在り様だとか、「自」に対する「他」をどのような存在として認識しているのか？　というようなことに規定されてくるのかなと思いますが、まだまだ探索していかなければならない課題だと感じています。」


 　　　穂高円坐で出逢って以来のよき道友です。
 　　　もはや絆の切れることのない畏友を広く紹介できるという楽しみほど
　　　　贅沢なことはないなと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　橋本久仁彦拝





<円座・エンカウンターグループ＞



［em］2014//09/01［/em］

高知桂浜「うみの円坐」の日時と場所をお知らせいたします。

四国には、徳島、愛媛、香川と円坐で坐るご縁をいただいてきました。

高知は初めてですが、香川で坐った折に
高知から駆けつけてくださった聞者（もんじゃ）がいました。


「聞き手」のことを「聞者」と呼ぶ彼らの真剣な構えに驚きました。

「聞く」という営み、生き様に全心身を投入する者、という意味です。

円坐が始まる前に、じっと坐って瞑目し、精神統一をする方がいます。

そして、僕の言葉に半端なところがあれば、躊躇なく切りつけてくる。

その切っ先は鋭く、ファシリテーターとしてのあいまいな自尊心やセラピスト風な態度は一刀両断です。

癒しや自己成長、自己実現という昨今流行の概念だけでは届かぬ、
 我々日本人の「腹に響く」　興味深い「関わりの形」が、四国にはまだ息づいているように思われます。

　　　　　　　
 　　　　　　　　　口承即興舞踏劇団　坐・フェンス　　橋本久仁彦


［em］2014/09/27［/em］

年の瀬の10日間の円坐を謹んでご案内いたします。

僕は明日から８日間にわたる
「穂高養生園で非構成的エンカウンターグループ」に参ります。


 今、母が肺炎で入院していますので、昨日は病室を訪ね、
 水入らずのひと時を過ごしてきました。
 快方に向かっていますので一安心ですが、
 長期の円坐の時には、母の面影を胸に坐ることになります。

この度の円坐に参加される方々も、
それぞれの大切な面影を胸に秘めておられることでしょう。

円坐には、実は参加者の数よりずっとたくさんの　「人」　が坐っているのかもしれません。

非構成の円坐の魅力は、なかなか言葉で説明することが難しいのですが
以下の、このたびの主催者のお一人、小林さんのお誘いの言葉は
円坐の見事な説明となっていると思います。

どうぞご覧くださいませ。

よろしければ年の瀬の日本海にてご一緒いたしましょう。

　　　　　　　　　　　　　円坐作業員　　はしもとくにひこ


［em］2014/10/17［/em］

たいわのわ　Enza　in　京北

表記円坐につきまして、最終のご案内です。

僕にとっては、今までライフワークのように行い続けている円坐も、縁坐舞台も影舞もミニカウンセリングも、実はまったく同じ質感のものであり、ひとつに融けあっているものです。

そのひとつに融けあっている塊を、あえてひとつの顔で代表させるとしたら、
それは円坐でしょう。

僕が主宰する口承即興～縁坐影舞舞踏劇団　坐・フェンスの団員たちには、
 縁坐舞台のヒトガタや、影舞の舞方としての実力を身につけるための稽古は、
 第一に、「真剣な円坐」に坐る経験であると伝えています。

互いの生き様を可能な限り正直にぶつけ合い、「自分」や「相手」の虚偽性を、勇気を持って指摘し、腹に落とす稽古を通じて、「自分の言葉や動き」の多くが、自分にとって利のある他者に取り入るための「うそ」であることに、はっきり目覚めることが坐・フェンスの稽古の目標です。

この目標は、僕個人としては若い頃からすでに明確な形になっていました。

「自分の言葉や動きがうそであること」

これは影舞やヒトガタ運びを真剣に行っている者ならば、常に経験することでもあります。

また円坐守人として真剣に坐る者も、この事実に直面しなければなりません。

僕が非常に大切に考えているこの一点の質感において、
 　非構成の円坐と縁坐舞台や影舞は、同じものです。

以上のことから、坐・フェンスメンバーには、真剣この上ない空間を作り出すべく誠実な試みを行っている守人の円坐に、継続的に坐る稽古を続けるよう、
 要請しているのです。

これは時に苦しい道であると思いますが、今回の「たいわのわ　Enza　in　京北」におきましても、僕にできうる限り誠実に坐らせていただきたいと思っています。

円坐において僕にそのような誠実さがなく、
 「それを「概念」としてはじめから置くことや、「規範」として働くような場であるのだとしたら」
おそらく今回ご一緒する円坐守人のまゆさんや、自らに誠実であろうとする
強い情熱を持つドーナッツ・ラボのまさとしさんが、容赦なく僕を追い詰めるでしょう。 

僕にとって円坐とは、癒しではなく、成長のためのツールでもなく、
 治療のためのメソッドでもありません。

円坐とは、僕にとっての全面的なまゆさんという事実であり、まさとしさんという出来事であり、僕の視界いっぱいに映る、円坐に坐っておられる皆様おひとりおひとりの存在であります。

京北にて皆様にお目にかかれますこと、心より楽しみにしております。


 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円坐守人　　　橋本久仁彦






［em］2014/11/28［/em］

あさってに迫りました年の結び円坐・徳島 ２０１４。

主催の岡田あかねさんから、13年ぶりにエッセイを書きました、と

送っていただいた一文、『鳩の「 ポオ 」』。


 一読、心震えるものがありましたので、

この最終のご案内の場を借りて、皆様にも是非ご紹介したいと思います。

若い頃から「書く」という行為に魅せられながら、結婚や子育てのため

長らく筆を折っておられたその魂が、円坐の「すわり」の中から筆勢を

蘇らせつつあるこの景色もまた、「日本の円坐」の趣きであろうと思います。



円坐とは、遅れてきた魂たちを迎えるハレの坐舞台　
 　　　　　　　　　　　　　　はしもとくにひこ　　　　　　　　　　　　　　


［em］2014/11/28［/em］

めっきり寒くなって参りました。
 温かいコタツが恋しいですね。

ある方が、僕のことを心の中のコタツだと表現してくださいました。
ちょっと照れくさいですが、素敵な表現ですし、うれしかったです。
おそらくその方こそが、有縁の方々の心のコタツと成っておられる方なのでしょう。

昨日の、石切円坐守人研鑽クラスで、僕は円坐のことを「茶室」だと
表現してみました。

かつて江戸初期の頃、戦いの場を失った武士達は、こぞって自分の茶室を
作ることに夢中になりました。

千利休が創始した茶の道は、武人の日頃の覚悟や心境を鍛えるための
「道場」として捉えられたようです。

「茶室」の小さな入り口から身をかがめて中に入ると、
その小宇宙を仕切る亭主として、お客様をもてなす所作の一つ一つが
亭主の人間としての心境（境位）を示す真剣勝負の「場」となりました。

対する「客」も、そのもてなしを受けとる所作の中で、場の亭主の「真剣」に
 ふさわしい態度を示して、「主客の仕合い」を行ったのでした。

円坐守人研鑽クラスの「守人」たちが、それぞれの地元で、
ご自分の「円坐」を主催されるときの案内のチラシを拝見すると、
 場の開催へ向けての、その円坐の「亭主」としての心境を記した言葉が
丁寧に綴られています。

ああ、この円坐を立てられる方はこんなお気持ちの方なのだなあ、
この世間には、このような方がおられて、まだ見ぬ私に向かって、
 「一緒に坐りたい、あなたの言葉をお聞きしたい」と呼びかけてくださっているのだ。 

一度この人の円坐にお邪魔して坐ってみようかな、と興趣が湧きます。

「カウンセリング」や「エンカウンター」「ファシリテーション」などの専門用語をことさらに使わず、しみじみと場に臨む自分自身の心境を述べる姿を好ましく思います。 


よくよく目を凝らしてみれば、円坐の中にはカウンセリングもエンカウンターもなく、ただ円坐を開いた「亭主」と「客」という「かかわり（仕合い）」があるのみです。

ある時、ある場所にアラハレル円坐のひとつひとつが、
ある朝、時満ちて咲く朝顔のように、かけがえのない一輪の花であるということ。

ありがとうございます。
 　　　　　　　　　
 　　　　　　　
 　　　　　たのしみは　朝起きいでて　昨日まで
　　　　　　　　　 無かりし花の　咲ける見るとき　　　　　　　　　
 　
 　　　　
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はしもとくにひこ





<縁坐・縁坐村塾＞


［em］2014/07/24［/em］

皆様。
 暖かいお祝いメッセージを誠にありがとうございました。
 一通づつ拝読いたしました。

皆様のご活躍、ご多幸を、心より念じあげております。

今後とも、なにとぞよろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　はしもとくにひこ



昨日は、口承即興舞踏劇団　坐・フェンスの稽古の日でした。
そしてまた、この日は僕の56歳の誕生日でもありました。

その席上、ヒロシマプロジェクトのリーダーであるモーリーこと
森洋介に対して、

「戦争の経験をされた方々よりも、むしろ今目の前にいるモーリーという人物とその情熱に対して、仲間として、人として敬意を持っているので、今回のプロジェクトに主体的に参加するのだ。それが僕の動機だ。」

といった意味のことを申しました。

僕のスタンスはそんなところにあります。

これはフクシマのときも、口蹄疫の川南のときもそうでしたが、
 僕には「社会的関心」が、あんまりないみたいです。

僕の周りにいる人への関心がある。

その人が、僕に、フクシマや、川南や、ヒロシマやナガサキへの
 ご縁を運んでくださる。

僕はどこへ旅しても、やってることはまったくいつもと同じです。

目の前に来られた方々とともに円坐になって坐ること。

興が乗れば、きくみるはなす縁坐舞台で祝いあい、
 縁坐影舞で、人との「関係」そのものを見詰め合う。

そういう祭り（祀り）の場の中で、それぞれのお声をお聞きし、
 聞いたこと（継承）で、僕のあり方が変わり、参加された皆さんのあり方も変わり、語られた方々のあり方も変わり、その場所の空気も変わって往く。

それぞれの「自分」が変わり往く。あるいは代わり往くのか。

先輩方の言葉を継承し、見知らぬ方々が我々のために背負ってこられた
僕がまったく意識していなかった景色や出来事を、頂いてゆく歳になったということ。 

若い頃は、多くの人に名前を知られることが価値あることのように感じていましたが、 
 最近は、心の中に面影の浮かぶ方々との差し向かいの時間が大事です。

今回の「ヒロシマのこころを辿る円坐と縁坐舞台の旅」は、
 僕にとってモーリーや仲間との差し向かいの時間であります。

旅先で出会う方々や土地や出来事とも、運ばれるままに差し向かって
参りたいと思います。

お目にかかれますご縁を楽しみにしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　
ヒロシマプロジェクト　
 円坐守人、縁坐舞台ヒトガタ役者　　橋本久仁彦


［em］2014/10/24［/em］

病院からひと月半ぶりに家へ帰ってきた母は、
ニコニコと毎日笑顔です。

入院していた時に、自分の娘に「おかあちゃん」などと呼びかけていた
認識障害はきれいになくなりました。


 ご飯がおいしい、家族の顔が毎日見れるのがうれしい、うちのテレビは
病院のよりずっときれいに映る、などと言いながら、こぼれるような笑顔を見せています。

毎朝、おはようと手を握ると、笑顔で握りかえす力が一生懸命で、
 母のその握る手の力に、僕のほうが元気をもらっています。

このたびは、何人もの方々から、応援のメールをいただきました。

大変うれしく拝読いたしました。ありがとうございます。

皆様もどうぞお元気で。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




今週、31日金曜日は、逢坂中之島縁坐舞台　秋祭公演があります。

チラシを作ってくれた劇団の仲間が、以下のような言葉をくれました。

「今回のチラシは、

　渋柿の 渋がそのまま 甘みかな
　　みたいな感じで、作らせていただきました。

遇ひがたくしていま遇ふことを得たり、です。」

僕にとっては今、自分の母こそが、
 「遇いがたくしていま遇うことを得たり」
と言うべき運命の人なのであると思われます。

丁寧に一緒にいられる時間を重ねて参ります。

　　　　　 　　口承即興～縁坐影舞舞踏劇団　坐・フェンス　　はしもとくにひこ


2015年１月～６月　ジャンル分けなし

［em］新・千代崎ダンス倶楽部２０１５ご案内　2015/01/03［/em］

新年おめでとうございます。

今年最初のご案内は、新・千代崎ダンス倶楽部２０１５です。

去年暮れの倶楽部では、まったく踊らず円坐になって真剣この上ない語り合いで
終わることがありました。

ここでは、「ダンス倶楽部」だからといって、いつも自動的に踊らなくてもいいのですね。
予定調和が一切無い、それこそリアルな　〝ダンス〟　だと感じられてとても面白かったです。

ワクワクできる時間がまた見えてきましたので、倶楽部、継続です！　

今年は倶楽部のコアメンバーが一人新たに加わります。

去年、坐・フェンスに入団し、縁坐舞台ヒトガタ、囃子方、影舞舞い方として
水を得た魚のように大活躍してくださった西脇秀典氏です。

三重県からはるばる大阪まで通ってくる彼の持ち味は、
どんな人ともていねいに対話しようとする姿勢です。

互いの生き様を照らし合わせることができるその時間が、
縁坐舞台を務めるための、よい稽古になっています。

もう一人、倶楽部創設時から一緒にやっている黒子さなえ氏の存在を、
はっきりと意識したのは何年か前、高槻市で開催された円坐にフラッと来られた時です。 

ただ坐るだけの「円坐」に、キャリア実力十分のダンサーが来て、ただ坐っている、
という景色の鮮やかさを、僕は今に至るまで忘れたことはありません。

西脇氏も黒子氏も、自らの体験をそのまま言葉に乗せて、
誠実に人に向かうことのできる優れた論客にして対話者でもあります。

両氏のご挨拶文の中から、印象に残ったフレーズを以下に拾ってみました。


「あなたの独り言に私は出会ってみたいのです。」


「迷いや謎は清々しく此処に存在しているように思います。
それぞれのカラダをもって、それに対して潔く困ってみたいのです。」


「ハテナ？　は、生まれたその瞬間から、生き生きと私を裏切りません。」


「自分で認識出来ないような、微細なカラダの在り方とか、仕草の質感を、見極めて、 
話し合える相手を、私は求めてしまっています。」


「人に発見されることが、実は、自分のカラダが現れる瞬間なのではないのか。」


「あなたがいることで、私とは何なのか、ということを、心置きなく探求出来る場が欲しい。」


「ささやかでいいので、お互いが嘘と気付かずまとっている嘘を見抜ける場であって欲しいのです。」


「結果、どのような成り行きになろうとも。」



何か名言集の趣きがありますね。一読、手応えがあります。

今年から始まる新・千代崎ダンス倶楽部では、１時間の「円坐」を「置いて」みようと 
思っています。

ここで言う「ダンス」とは、場に参じた我々「そのもの」のこと。

我々が舞台で「オドル」時は本当に「そうなるとき」だけ。。かな？　

「オドラナイ」時もある。オドリタクナイことがオドッテワカルことも。

倶楽部のすべての時間に崖っぷちのスリルがあればいいな。

これこそリアルタイムに「オドッテイル」場だな、と思って僕はワクワクしています。 





　　　　　口承即興～縁坐影舞舞踏劇団　坐・フェンス　　座長　はしもとくにひこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 
［em］きくみるはなす逢坂中之島縁坐舞台 新春舞い祝ぎ公演ご案内2015/01/11［/em］

皆様へ。


きくみるはなす逢坂中之島縁坐舞台より、２０１５年・新春舞い祝ぎ公演にて
新年のお喜びを申し上げます。


毎月開催している影舞クラスに、いつも来てくださるイタリア人女性がいます。
彼女が「カゲマイ、オモシロイネ」と舞う姿が本当に美しく、迫力があって
思わず見とれてしまいます。


イタリアへ来て影舞いをやらないか、と言ってくださって、びっくりしましたが、
イタリア人たちにとっての縁坐舞台や影舞いの心象景色は、
いったいどんな風なのでしょうか。


そう言えば、松本ヒトリ主義Nihgtという舞踏公演で、見識豊かなある舞踏家が
坐・フェンスの影舞いを観て、
「これはヨーロッパ中世の伝統芸能を持ってきたのですか？」と質問されたことがあります。


彼は「ルネッサンス期のものかと思った。」とおっしゃっていましたが、
それはまさにイタリアの文化ですね。
不思議な符合だな、と思います。


16日の公演には「イクヨ！」と言ってたイタリアの「影舞ダンサー」、
もしかしたら会えるかもしれませんね＾＾

　
　　　　　　　　　　　口承即興～縁坐影舞舞踏劇団　坐・フェンス　橋本久仁彦


［em］トミーの東京円坐　ご案内　2015/01/17［/em］

東京。
僕にとっては遠い町ですが
日本の首都。
ゴジラもやっぱり東京へ向かう。
世界の東京ですね。大阪は下町やね＾＾

今年は神奈川や東京でも円坐守人クラスの開催があり、楽しみにしています。

大阪は生駒山麓の、古代文化と信仰の町、石切に所在する２階建ての家。
一見平和な民家を装っているが、しかしてその実態は、
非構成ファシリテーションの虎の穴、石切円坐基地。

毎月一度、日本各地から集まってくる異形の者共を怪しむご近所の方もあるでしょう。 

その虎の穴、円坐守人研鑽クラスでご一緒しているトミーこと中冨正好氏が
場当たり的に（笑）東京で円坐を開催されます。

東京の有志から「東京円坐」を継続的にやっていきたいという相談を受けましたが、
その矢先、大阪から「間合いの勝負師」トミー、単身殴りこみです＾＾

僕の見渡す限り、非構成円坐の守人として屈指の実力を備えておられます。
（見渡しても数人しかいないからだけど）

東京の皆さんに彼をご紹介できますことを心よりうれしく思います。

よろしければどうぞお気軽にお立ち寄りくださいませ。


　　　　　　　　　　　　　　　おもちゃはトミー　　　　はしもとくにひこ


［em］「 春めく季節円坐・とくしま鳴門 」最終のご案内2015/01/24 ［/em］

皆様へ。

とくしま鳴門での表記円坐、お蔭様にて成立しております。

これが最終のご案内です。

主催の岡田あかねさんが、新しいエッセイを送ってくださいました。

彼女が実践されている「予防介護」に僕も関心があります。



今朝も、86歳の母が腎臓透析のため、車椅子のまま病院からの
迎えの車に乗っていく姿を見送りました。

最近は、劇団の稽古で滞在していた仲間や、仕事の打ち合わせのお客様も
一緒に見送ってくださることがあり、
５、６名が一人ずつ順番に老母と握手して見送る姿に
通行人も何事かと振り返っていきます。

皇后陛下よろしく車中から笑顔で小刻みに手を振る母を、
やはり全員笑顔で手を振って見送る集団は、我ながらおかしな景色だなあ、と思います。 


認知障害が出てみるみる体力が衰え、
意識が確かなうちに一緒に過ごしたいと、大病院を強引に退院して数ヶ月。

「またすぐに救急車で戻ってくることになりますよ。」という医者の警告とは裏腹に、 
毎朝、意識のはっきりした母と、「おはよう」と親子の挨拶を交わせることは、本当に贅沢な幸せです。


以下のエッセイの中で、あかねさん親子に満州仕込みの餃子を持たせてくださったおじいさんは
元気に去り行く親子の後ろ姿を見つめて、心の中で手を合わせておられたであろうと思います。

セラピーやカウンセリングやファシリテーションといった後付けのものが立ち去って、 
風通しがよくなった僕の心の中に、代わりに訪れてきたのは、
たとえばこの「満州仕込みの餃子」であると言うことができます。

僕は、このおじいさんの、人生の思い出の一曲で、影舞いを舞ってみたい。

「わたし、満州の生まれでね、だから、餃子を作るんですよ。」

この言葉の深（震）度に打たれたおののきを、縁坐舞台で解き放ってみたい。

縁坐舞台の運びの中で、おじいさんはおじいさんの道行きを、
そして僕は僕自身の道行きを辿り、それぞれの落ち着くべきところへ共に落ちて往きたい。


「予防介護」というと無味乾燥ですが、
僕の母であれ、餃子のおじいさんであれ、その現場に立ち現れる、人の息づいている姿は
僕を鼓舞し、僕のすべてを癒し、意識を目覚ませ、生きて、そして死んでいく納得を与えてくれます。

人生の最終コーナーを回ろうとする今、大病院の価値観にも似た、健康第一の人間関係から立ち去り、
一人寂滅へ向かう僕にとって、思いがけなかったことは、
僕は生まれてから死ぬまで、「自分一人」であることは絶対にできない、という事実への目覚めでした。

これが、僕にとっての「予防介護」の景色です。


では、とくしま鳴門円（縁）坐にてお目にかかりましょう。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　予防介護見習い　　　　はしもとくにひこ 





［em］場をひらく人講坐　耳を澄ます場づくりのための、居ずまい・佇まい　ご案内2015/2/７［/em］

皆様へ。



いかがお過ごしでしょうか。



３月20日（金）から22日（日）まで、愛知県豊田市にて、

表記クラスを開催いたします。



今日は高野山大学スピリチュアルケアコースの集中講義の日でした。

ミニカウンセリングの検討を一日中やっていましたので、少々喉が疲れた感じです。



15分の間に、話し手と聞き手の意識を超えたところで起こり続けている

心の中のスパイラル運動をはっきり確認できるのが「ミニカン」の面白いところですが、

高野山大学のクラスなので、「他力」や「如来」という言葉を自由に使って説明できる楽しみがありました。



２期目を迎える春夏秋冬の場を開く人講坐。



皆様との腹を割っての出会い、語り合いを、心待ちにしています。

 　　　　　　　　　　　　　　　　今日はお疲れ様でした＾＾　　　橋本久仁彦


［em］きくみるはなす探求講座（東京円坐）ご案内2015/2/24 ［/em］

皆様へ。

春３月、東京世田谷区にて狼煙をあげる秘密基地、その名も「けむりのでる家」にて
表記講座を開催いたします。

主催してくださるのは、和田英久氏と中尾聡志氏のお二人です。
ともに非構成の円坐に魅せられて、「東京円坐」の名乗りに
迎えられる運びとなりました。

お二人は僕にとって、信頼すべき気鋭の円坐守人であり、
その花も実もある若武者振りが、老いの坂を辿り始めた僕などの目にはまぶしくて、
思わず目を細めてしまいます。

僕が関西在住の仲間とやってるのはさしずめ「大阪円坐」。

長崎や佐賀、高知、徳島、名古屋や豊田、恵那、神奈川、福島と円坐の拠点が連なり、 
いつか関が原にて天下分け目の東西円坐合戦などやれればと想像すると
本当にワクワクと楽しく、冥途のよい土産話になるなと思っています。

ゆうべは大阪西区の　〝円坐の虎の穴〟　「ケイブ」にて、
唯円の『歎異抄』を題材に、お互いの「一大事」を尋ね合いました。

「称名念仏」を土俵として、自分が称えるのか、
あるいは如来から響き渡ってこの身に届くのか、
全面黒色の細長いケイブのスタジオに端座した、
20名ほどの坐衆がそれぞれの面持ちで、
紅梅が咲き誇る初春の夜の己の心境に、
しみじみと「歎異」する円坐道場の趣きを味わったのでした。

「異」には違うという意味のほかに、我々自身ではない
他のもの、異形の者、本当の自分ではない仮面の姿を指す意味合いがあります。

「歎異」、異を嘆くとは、自分自身の本来のあり方を辿ろうとして辿りえず、
我知らず異形の者として生きてしまっている己れの宿業への
驚きと嘆きの叫びでもありましょうか。

円坐に共に坐ってくださる方々との、「関係」という鏡に映るおのれの姿は
時に浅ましく、正視に耐えなくても、
それでも見届けてくださる有縁の、遠来の友の肩をお借りして
歩一歩と、心の川を渡らせていただく。

東京円坐のお二人や、二人にご縁のお仲間たちの、
若く力強い肩や胸をお借りして、僕もようやくおのれの河に
向かうことができる時節を迎えています。

どうぞくれぐれも、よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　吉日　逢阪にて。　　　　　はしもとくにひこ


［em］きくみるはなす逢坂中之島縁坐舞台　花の小町・影花見公演　ご案内2015/3/12 ［/em］


皆様へ。

お元気でお過ごしでしょうか。

３月18日は、いにしえの歌人、小野小町の命日だそうです。

たくさんの名歌を残していますが、その中からひとつ。



うたたねに　恋しき人を　見てしより　

　　　　　　　夢てふものは　たのみそめてき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（古今集）



【通釈】不意に落ちたうたた寝に、恋しい人を見た。
その時から、夢という頼りないはずのものを、頼みに思うようになってしまった。



時代を越えて、今も響き続ける歌の余韻に親しみを覚えます。


今回の公演は、

『きくみるはなす逢坂中之島縁坐舞台　花の小町・影花見公演』といたしましょう。


以前ある方が、「縁坐舞台を観ると、桜の花が散り往くようなはかない美しさを感じる」　と。

本当に、僕もそう感じます。

この世には、目に見えるお花見と、目に見えぬ「影花見」があると思います。


春三月、逢坂中之島、花の小町・影花見公演にてお待ち申し上げます。




坐・フェンスにとりましては、二度と巡り来ない、この春の、
枝に咲きにおう皆様の面影に、向かわせていただけるそのことが、

「影花見」　

なのであります。


　　　　　　　　口承即興～縁坐影舞舞踏劇団　坐・フェンス　　　はしもとくにひこ

　 
［em］「皐月（さつき）の円坐・とくしま鳴門」ご案内2015/03/17［/em］

皆様へ。

五月のとくしま鳴門円坐は、春風の鳴門にて、２泊３日の時空をともに過ごす円坐となります。


昨日は、一年間に渡って継続した石切円坐守人研鑽クラスの最終回の日でした。

17名が、順番に、全員の前にしつらえられた舞台に坐って、光に照らされながら
円坐守人としての自らの言葉を放ちます。

舞台の話者に対峙し、向き合う形で、達意の聞き手（聞者）が守人総代として坐り、
この場の聞者であることを宣言し、一礼します。

16名が見守り耳を澄ます、結界された15分間の舞台に、独りずつ坐ります。

すると、お一人おひとりが、時と共に、その方独自の15分間の時間と空間そのものになって往きます。

世界でたった一つの、この時この場所で、今生まれた「15分間」に成っていくその方と我々。

唯一無二の「15分間」から響き渡る守人としての沈黙と言葉。

その沈黙と言葉のすべてが、その方の「守人」としての生きたテキスト、教科書、経典と成ってゆきます。

「言葉」は、文字や書物ではありません。

空気に触れると、一片の雪のように、はかなく消え逝く一瞬の命、生きた言の葉です。 

臨席する我々一同は、その方の沈黙から生まれ来る言葉を、一言も聞き漏らすまいと
一心に耳を澄ませます。

音連れた（訪れた）言の葉が、消え逝く刹那に、我々の内なる空間が出迎え、引き取ると、
言の葉の一枚一枚は、ただちに鮮明な景色に変化（へんげ）して我々の心眼にたち現れます。


「ああ、この人はこのような視界、景色を今、生きている守人なのだ。」


その方の言葉に宿る、その方の景色が、「わたしという空間」　と重なり、ひとつになります。

空間、景色の継承が、聞くということのすべてです。

「景色」の成立には光が必要であり、
景色の継承が起こる空間は、「澄み切った明るい空間」であるということを
我々は体感することができます。

この明るい空間が、言葉をそのまま聞き受け、引き取っている時の、
守人や我々の本体であり、正体なのです。

「言葉をそのまま聞く」ということが、実は澄み切った明るい空間そのものであり、
「明るさ」としての時間であったということ。

このような時間と空間を結界することが、円坐守人の仕事であるということ。

放たれた言葉を歌として、最後まで聞きうけ、その方の息遣いとしてそのまま引き取り、 
我が身のうち（＝空間）に響き渡らせること。

すなわち、話者の言の葉を、一枚一枚拾い上げ、辿り続ける丁寧な道往きを、
歩一歩と足踏みしめて歩き、その方の時空間へわたり入らねば成らぬということ。

その方の言葉（息遣い）に触れ（振れ）て、空間としてのその方へ向かって渡り、参るということ。

あるいは、その方からの風（息）に吹かれてそよぐ葦原であるということ。

この　「わたり」　「まいり」　「そよぐ」　ことが、円坐守人における　「わたし」　という働きであるということ。

ゆえに、「円坐守人」は、向こう岸が見えず、広さも深さも分からぬ暗い川に向かって、 
「言葉」という灯火を頼りに、小船を漕ぎ出してやまぬ、永遠の「渡し守」であるということ。



初めてここまで言葉にすることができました。

皆様、ありがとうございました。

「皐月の円坐・とくしま鳴門」を主催する岡田あかね氏の、入魂の文章を、
一年間を共に過ごした石切円坐守人研鑽クラス「17人の守人」の、
息遣いを感じながら拝読させていただくうちに、
僕もわくわくと胸躍る言葉に迎えられました。

重ねてありがとうございます。

表記「皐月の円坐・とくしま鳴門」を、有縁の皆様や岡田あかね氏とともに
ご一緒したいと願う所以を記させていただきました。
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　石切円坐守人十七人衆の一人　　　　はしもとくにひこ




［em］暮らしを学ぶ「くらし留学」～世界に誇れる日本人のていねいな暮らし＠福島・蓮笑庵ご案内 2015/03/27［/em］

皆様へ。

東北オープンアカデミーとは、地域から未来を作る社会実験プロジェクト。
東北の各地で多彩なフィールドワークがスタンバイしています。

僕はそのひとつ、「暮らしを学ぶ「くらし留学」～世界に誇れる、日本人のていねいな暮らし」
というフィールドワークに円坐ナビゲーターとして参加いたします。

「日本人のていねいな暮らし」を学ぶ会場となる「蓮笑庵」は、去年の福島への円坐ツアーで
訪れましたが、本当に素晴らしい日本の古民家です。

ただの古民家ではありません。
ずっと坐っていたくなる居心地のよい縁側で、折からの雨に濡れる美しい庭を眺めていると
屋根から落ちる無数のしずくが、水の溜まった溝に落ちて絶妙な自然の音階を奏でることに気づきます。

この家は本当に歌を唄うのです。

「ここが東北だから、福島だから、こんな家がまだ存在しているんだな。」

なんだか説明不能の感動を覚えました。

今は亡き渡辺俊明氏が、細部まで熟慮して建築した、見事な古民家有機体です。

そのまま生きていると言ってよい日本家屋。

渡辺氏の慈愛のまなざしが、家のあちこちに宿っています。

大阪の仲間たちも、ぜひ連れて来たいなと思いました。

ご一緒できるご縁を心から楽しみにしています。

　　　　　　　　　　　　　蓮笑庵円坐守人　　　はしもとくにひこ 


［em］フェンスワークス・トークセッション＋パーティ＋スペシャルな三日間ご案内［/em］

皆様へ。

今日の大阪は雨模様ですが、皆様いかがお過ごしでしょうか。

僕が創設に関わりましたフェンスワークスが、今年満５歳になりました。

その健闘（？）を記念しまして、５月の黄金週間の２．３．４．５日に
表記イベントを開催いたします。

大阪で生まれ育った僕、橋本久仁彦と、江戸っ子の田中聡が、
少しでも　「つまらない。」　と思ったらすぐにやめよう、と誓い合って
始めたフェンスワークス。

今、改めて振り返ると、素直な驚きと、達成感に似た新鮮な感覚があります。

このような　〝団体〟　が、主体的で鋭敏な意識と、生き生きしたエネルギーを維持したまま
活動を継続できているということ。

フェンスワークスという「場」で、緊密なチームワークを発揮する仲間が、
僕を入れて７名に増えているということ。

限りなく自由度の高い勤務形態なのに、なぜ「緊密なチームワーク」と呼べるかというと、
フェンスワークスには、「朝ミーティング」と称して毎週継続している「円坐」があり、 
その体験がメンバーの生活全体に作用しているからです。

メンバーそれぞれが、自分の存在の仕方について、
その自由度を最高度に維持したまま、
からだの奥深くの感覚や、心の隅でひっそりと咲いている「考え」に、
お互いが耳を澄まし合って生きていくフェンスワークス独自の「関係風土」が生まれています。

僕は、このイベントのすべてに参加しますが、
とくに３回のワークショップを担当して、
僕のライフワークであるミニカウンセリング、円坐、縁坐舞台、縁坐影舞について
それぞれを関連付けながら、ひとつの景色を描いてみたいと思います。

一見別々のようにみえるこれらの「場の形」は、橋本久仁彦という
ひとつの「出来事の流れ」から生まれてきた「同じモノ」でもあるからです。

フェンスワークスが根城としている都会の梁山泊、〝ケイブ〟　にて、
お目にかかれますご縁を心より楽しみに、お待ち申し上げております。
　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　フェンスワークス円坐作業員　　　はしもとくにひこ





見出しを入力します


本文を入力します



［em］４月の縁坐影舞、千代崎ダンス倶楽部、ミニカウンセリングクラスのご案内2015/04/01［/em］

皆様へ。

桜が咲いていますね。
今年はゆっくり大阪の桜を眺める時間が少ない気がします。

一昨日は、東京の小金井公園でお母さんとの円坐に坐りました。

初めての方々と出逢い、懐かしい友人たちに再会しました。

初めて訪れる公園でしたが、円坐の中には、
いにしえからの友ばかりが坐っていたような気がします。

小金井公園の桜は、みな幹が太く、悠久の時間をにじませた
立派な枝振りで、そこに在りました。

坐った方々も、みな輪郭がはっきりとして、美しい佇まいでした。

良い時間を本当にありがとうございました。



以下に、大阪のフェンススタジオでのクラスと、
逢坂中之島縁坐舞台の日程をご案内いたします。



一輪の、花はなくとも　人と坐るが花。



桜色に賑わうお花見の席や、
見えぬ人も宿り来る影花見の坐にて、お目にかかりたいと思います。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　桜の円坐守人　　　はしもとくにひこ


［em］等覚院（神奈川）円坐守人研鑽クラス（ファシリテーター・トレーニング・クラス）ご案内  2015/04/20［/em］

【【【【【【【【【【【【橋本久仁彦 口上】】】】】】】】】】】】】】

円坐とは、順縁逆縁様々なご縁に引かれ集った人々が、円く坐ること。
そしてそれだけです。

ですので、円坐守人の仕事は、円坐の場所を選び、刻限を決めて、
その時々に必ず新たな何かが起こることになる「時間と空間」を、
背筋を伸ばして「結界」することが最初の働きとなります。

その結界の中で生じるのは、人と人、人と土地、人と「そこにいない者」との関わりです。



僕は高校時代、野球に打ち込んでいました。

そんなに強くない野球部でしたが、
かつて決勝まで勝ち進んだ先輩方から伝統を引き継ぎ、
我々もそれに恥じない戦いをするのだという誇りと情熱を持っていました。

ある日、大阪の強豪高校と練習試合をする機会に恵まれました。
普通ならば僕の所属していた公立高校の野球部など相手にされないような
ナイター設備付きの専用野球場で練習する私立の甲子園常連校です。

一生に一度、自分たちの力を試せる機会、とばかりにチーム全員が真剣な面持ちで
背筋がピンと伸びるような高揚感を感じていたのを思い出します。

しかし、相手校のグラウンドに着いたときに、
我々はなんとも言えぬ感情を味わうことになりました。

戦えると思っていた強豪チームが遠征に出かけて不在で、
下級生中心の二軍のチームが我々の相手だったのです。

我々はその二軍にも負けてしまうほどの実力でしたし、
試合そのものはいい試合で、間違いなくよい経験にはなったのですが、
今でも鮮明に思い出せるそのなんとも言えぬ感情とは、

「我々は真剣に向かう必要のない相手だと思われている」

という失望感でした。

その時の僕達の思いと気持ちを言葉にすると、

たとえ大敗することになっても、その強豪校のものすごい力に立ち向かってみたかった。 
圧倒的な力の差が事実であるなら、それを容赦なく見せつけてほしかった。
死力を尽くして戦うことで、
「私をはるかに越えて飛翔する、あなたという強い存在をこのからだに刻み付けたかった」

と言えるような衝動であったと思います。

現在の僕にとって、円坐守人であることは、高校時代のこの気持ちの延長上に位置していると
いえるような気がします。

毎回、円坐で向き合った方々が見せてくださるありのままの姿に、
懸命に人生を生き抜いて来られた「輪郭」を感じる時、
最初にその方から感じた印象とは違う、はるかに大きな存在を感じて驚くことになるからです。

今年は一年を通じて、等覚院に参ります。

おそらく、参加された方々から、僕の方が百本ノックを受け続け、鍛えていただくことになるのでしょう。

「私をはるかに越えて飛翔する、あなたという強い存在」とは、
実は、円坐に参加される皆さんおひとりおひとりのことなのですから。

僕は今ようやく、一軍の強豪チームと念願の試合（仕合い）をしています。

仕合っていただけるこのご縁を、心からありがたく、また楽しく思っています。


　　　　　　　　　　　　　　等覚院　道場円坐守人　　橋本久仁彦
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